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内容をちよっと読み

続きは定期購読で！

　カナダの豚肉生産は2021年～2022年にかけて小幅の減少
となったが概ね横ばいの傾向を示した。最も顕著に輸出量
が増加したのは2020年で前年比22％増を記録した。しかし
ながら2015年～2020年にかけて豚肉生産のための屠畜数量
もピークとなり、コロナ蔓延やロシアによるウクライナ侵
攻の影響で世界的に経済状況が一変したことを受けて、
2021年には2年続いた輸出数量の増加も減少へと推移した。
2022年1月～11月のカナダポークの全輸出量は1,282,343ト
ンとなり前年2021年の同期間対比で2.74％の減少となった。

カナダに限ったことではないが、あらゆる資材費、運搬費
用、労働者の賃金などがウクライナ問題勃発が引き金と
なって高騰し、これらによってカナダの豚生産者、豚肉加工
業者の著しい経費増となり、北米全体の豚価は異常な値上
がりを見せた。それに加え、世界的な冷蔵、冷凍輸送コンテ
ナの不足や太平洋航路その他のシッピングスケジュールの
乱れ、さらに円安は輸入ポークの買い入れ価格に非常に大
きな悪影響を与えた。その結果として2022年1月～12月の
カナダ産チルドポーク…
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